


















































検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.035

検出限界値 0.56 検出限界値 0.62 検出限界値 0.57

0 ～ 0.007

検出限界値 0.56 検出限界値 0.65 検出限界値 0.60

0.000 ～ 1.098
（H27.4/1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H28.9.30）
149 76.669

0.56
限界値未満

9/24

検査期間の合計

※3

9/24

300
～

10月1日

実測値実測値

※3
～

3006 2.584
9/30 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成28年10月4日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
9/30 未満

※6

10月1日

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.031

検出限界値 0.60 検出限界値 0.50 検出限界値 0.62

0 ～ 0.006

検出限界値 0.53 検出限界値 0.65 検出限界値 0.59

0.000 ～ 1.135
（H27.4/1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H28.10.7）
155 79.655

0.4756
限界値未満

10/1

検査期間の合計

※3

10/1

300
～

10月8日

実測値実測値

※3
～

3006 2.511
10/7 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成28年10月12日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
10/7 未満

※6

10月8日

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.037

検出限界値 0.56 検出限界値 0.74 検出限界値 0.66

0 ～ 0.001

検出限界値 0.54 検出限界値 0.47 検出限界値 0.57

0.000 ～ 1.173
（H27.4/1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H28.10.14）
160 82.140

0.1255
限界値未満

10/8

検査期間の合計

※3

10/8

300
～

10月15日

実測値実測値

※3
～

3005 2.36
10/14 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成28年10月18日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
10/14 未満

※6

10月15日

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.042

検出限界値 0.54 検出限界値 0.59 検出限界値 0.91

0 ～ 0.005

検出限界値 0.66 検出限界値 0.50 検出限界値 0.59

0.000 ～ 1.220
（H27.4/1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
10/21 未満

※6

10月22日

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成28年10月25日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

10/15

300
～

10月22日

実測値実測値

※3
～

3006 2.573
10/21 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H28.10.21）
166 85.188

0.4756
限界値未満

10/15

検査期間の合計

※3

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.050

検出限界値 0.60 検出限界値 0.72 検出限界値 0.84

0 ～ 0.001

検出限界値 0.52 検出限界値 0.54 検出限界値 0.64

0.000 ～ 1.271
（H27.4/1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
10/28 未満

※6

10月29日

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成28年11月1日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

10/22

300
～

10月29日

実測値実測値

※3
～

3006 2.871
10/28 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H28.10.28）
172 88.184

0.1256
限界値未満

10/22

検査期間の合計

※3

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.039

検出限界値 0.56 検出限界値 0.86 検出限界値 0.66

0 ～ 0.004

検出限界値 0.61 検出限界値 0.50 検出限界値 0.66

0.000 ～ 1.314
（H27.4/1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
11/4 未満

※6

11月5日

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成28年11月8日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

10/29

300
～

11月5日

実測値実測値

※3
～

3005 2.227
11/4 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H28.11.4）
177 90.761

0.355
限界値未満

10/29

検査期間の合計

※3

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.040

検出限界値 0.76 検出限界値 0.57 検出限界値 0.73

0 ～ 0.005

検出限界値 0.68 検出限界値 0.65 検出限界値 0.74

0.000 ～ 1.359
（H27.4/1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H28.11.11）
183 93.924

0.3756
限界値未満

11/5

検査期間の合計

※3

11/5

300
～

11月12日

実測値実測値

※3
～

3006 2.788
11/11 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成28年11月15日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
11/11 未満

※6

11月12日

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.038

検出限界値 0.58 検出限界値 0.55 検出限界値 0.70

0 ～ 0.007

検出限界値 0.69 検出限界値 0.66 検出限界値 0.68

0.000 ～ 1.404
（H27.4/1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
11/18 未満

※6

11月19日

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成28年11月22日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

11/12

300
～

11月19日

実測値実測値

※3
～

3006 2.751
11/18 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H28.11.18）
189 97.150

0.4756
限界値未満

11/12

検査期間の合計

※3

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.040

検出限界値 0.70 検出限界値 0.68 検出限界値 0.60

0 ～ 0.005

検出限界値 0.72 検出限界値 0.67 検出限界値 0.64

0.000 ～ 1.449
（H27.4/1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
11/25 未満

※6

11月26日

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成28年11月29日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

11/19

300
～

11月26日

実測値実測値

※3
～

3005 2.746
11/25 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H28.11.25）
194 100.271

0.3755
限界値未満

11/19

検査期間の合計

※3

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.037

検出限界値 0.68 検出限界値 0.67 検出限界値 0.75

0 ～ 0.001

検出限界値 0.75 検出限界値 0.58 検出限界値 0.80

0.000 ～ 1.487
（H27.4/1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H28.12.2）
199 102.738

0.1255
限界値未満

11/28

検査期間の合計

※3

11/28

300
～

12月3日

実測値実測値

※3
～

3005 2.342
12/2 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成28年12月6日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
12/2 未満

※6

12月3日

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.040

検出限界値 0.68 検出限界値 0.58 検出限界値 0.73

0 ～ 0.006

検出限界値 0.66 検出限界値 0.55 検出限界値 0.64

0.000 ～ 1.533
（H27.4/1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
12/9 未満

※6

12月10日

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成28年12月13日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

12/3

300
～

12月10日

実測値実測値

※3
～

3006 2.777
12/9 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H28.12.9）
205 105.990

0.4756
限界値未満

12/3

検査期間の合計

※3

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.044

検出限界値 0.69 検出限界値 0.53 検出限界値 0.87

0 ～ 0.004

検出限界値 0.72 検出限界値 0.73 検出限界値 0.96

0.000 ～ 1.581
（H27.4/1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H28.12.16）
211 109.622

0.256
限界値未満

12/10

検査期間の合計

※3

12/10

300
～

12月17日

実測値実測値

※3
～

3006 2.907
12/16 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成28年12月20日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
12/16 未満

※6

12月17日

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.031

検出限界値 0.53 検出限界値 0.52 検出限界値 0.67

0 ～ 0.008

検出限界値 0.72 検出限界値 0.73 検出限界値 0.96

0.000 ～ 1.620
（H27.4/1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H28.12.22）
216 111.980

0.4755
限界値未満

12/17

検査期間の合計

※3

12/17

300
～

12月25日

実測値実測値

※3
～

3005 2.358
12/22 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成28年12月27日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
12/22 未満

※6

12月25日

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.049

検出限界値 0.59 検出限界値 0.51 検出限界値 0.67

0 ～ 0.002

検出限界値 0.74 検出限界値 0.65 検出限界値 0.84

0.000 ～ 1.671
（H27.4/1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
1/6 未満

※6

1月7日

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成29年1月11日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

12/24

300
～

1月7日

実測値実測値

※3
～

3007 3.736
1/6 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H29.1.6）
223 115.841

0.1257
限界値未満

12/24

検査期間の合計

※3

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.034

検出限界値 0.72 検出限界値 0.64 検出限界値 0.79

0 ～ 0.006

検出限界値 0.65 検出限界値 0.60 検出限界値 0.62

0.000 ～ 1.711
（H27.4/1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
1/13 未満

※6

1月14日

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成29年1月17日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

1/7

300
～

1月14日

実測値実測値

※3
～

3005 2.15
1/13 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H29.1.13）
228 118.491

0.55
限界値未満

1/7

検査期間の合計

※3

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.041

検出限界値 0.54 検出限界値 0.56 検出限界値 0.70

0 ～ 0.001

検出限界値 0.65 検出限界値 0.60 検出限界値 0.62

0.000 ～ 1.753
（H27.4/1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H29.1.20）
234 121.533

0.1256
限界値未満

1/14

検査期間の合計

※3

1/14

300
～

1月21日

実測値実測値

※3
～

3006 2.917
1/20 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成29年1月24日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
1/20 未満

※6

1月21日

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.040

検出限界値 0.66 検出限界値 0.60 検出限界値 0.75

0 ～ 0.007

検出限界値 0.75 検出限界値 0.64 検出限界値 0.70

0.000 ～ 1.800
（H27.4/1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
1/27 未満

※6

1月28日

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成29年1月31日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

1/21

300
～

1月28日

実測値実測値

※3
～

3006 2.661
1/27 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H29.1.27）
240 124.694

0.56
限界値未満

1/21

検査期間の合計

※3

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.037

検出限界値 0.53 検出限界値 0.51 検出限界値 0.78

0 ～ 0.006

検出限界値 0.71 検出限界値 0.78 検出限界値 0.68

0.000 ～ 1.895
（H28.4.1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H29.2.10）
252 130.846

0.3756
限界値未満

2/4

検査期間の合計

※3

2/4

300
～

2月11日

実測値実測値

※3
～

3006 2.624
2/10 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成29年2月14日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
2/10 未満

※6

2月11日

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.028

検出限界値 0.49 検出限界値 0.48 検出限界値 0.62

0 ～ 0.003

検出限界値 0.63 検出限界値 0.53 検出限界値 0.70

0.000 ～ 1.926
（H28.4.1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
2/17 未満

※6

2月18日

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成29年2月21日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

2/13

300
～

2月18日

実測値実測値

※3
～

3005 2.298
2/17 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H29.2.17）
257 133.369

0.2255
限界値未満

2/13

検査期間の合計

※3

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.037

検出限界値 0.62 検出限界値 0.59 検出限界値 0.65

0 ～ 0.005

検出限界値 0.61 検出限界値 0.62 検出限界値 0.71

0.000 ～ 1.968
（H28.4.1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
2/24 未満

※6

2月25日

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成29年2月28日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

2/18

300
～

2月25日

実測値実測値

※3
～

3006 2.661
2/24 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H29.2.24）
263 136.405

0.3756
限界値未満

2/18

検査期間の合計

※3

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.046

検出限界値 0.62 検出限界値 0.83 検出限界値 0.66

0 ～ 0.006

検出限界値 0.59 検出限界値 0.62 検出限界値 0.59

0.000 ～ 1.852
（H28.4.1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
2/3 未満

※6

2月4日

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成29年2月7日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

1/28

300
～

2月4日

実測値実測値

※3
～

3006 2.678
2/3 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H29.2.3）
246 127.847

0.4756
限界値未満

1/28

検査期間の合計

※3

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.035

検出限界値 0.61 検出限界値 0.55 検出限界値 0.73

0 ～ 0.003

検出限界値 0.62 検出限界値 0.78 検出限界値 0.53

0.000 ～ 2.050
（H28.4.1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H29.3.10）
275 142.250

0.256
限界値未満

3/4

検査期間の合計

※3

3/4

300
～

3月11日

実測値実測値

※3
～

3006 2.529
3/10 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成29年3月14日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
3/10 未満

※6

3月11日

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.038

検出限界値 0.60 検出限界値 0.70 検出限界値 0.53

0 ～ 0.003

検出限界値 0.65 検出限界値 0.69 検出限界値 0.79

0.000 ～ 2.091
（H28.4.1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H29.3.17）
281 145.198

0.2256
限界値未満

3/11

検査期間の合計

※3

3/11

300
～

3月18日

実測値実測値

※3
～

3006 2.723
3/17 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成29年3月22日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
3/17 未満

※6

3月18日

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.030

検出限界値 0.69 検出限界値 0.67 検出限界値 0.52

0 ～ 0.004

検出限界値 0.65 検出限界値 0.69 検出限界値 0.79

0.000 ～ 2.125
（H28.4.1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H29.3.24）
286 147.698

0.255
限界値未満

3/18

検査期間の合計

※3

3/18

300
～

3月25日

実測値実測値

※3
～

3005 2.25
3/24 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成29年3月28日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
3/24 未満

※6

3月25日

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.038

検出限界値 0.62 検出限界値 0.69 検出限界値 0.62

0 ～ 0.006

検出限界値 0.68 検出限界値 0.58 検出限界値 0.71

0.000 ～ 2.012
（H28.4.1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H29.3.3）
269 139.471

0.4756
限界値未満

2/25

検査期間の合計

※3

2/25

300
～

3月4日

実測値実測値

※3
～

3006 2.591
3/3 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成29年3月7日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
3/3 未満

※6

3月4日

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg



検査結果等

※1

暫   定
規制値

※1

基準値 基準値

0 ～ 0.033

検出限界値 0.74 検出限界値 0.69 検出限界値 0.51

0 ～ 0.001

検出限界値 0.41 検出限界値 0.56 検出限界値 0.49

0.000 ～ 2.159
（H28.4.1 ～

※6

※2　　内部被ばくの実効線量とは、給食により人体が受ける放射線の影響度合を表します。

　　　　・食物から受ける放射線の量は１年間で250µSv～300µSvと言われています。

　　　　・緊急時における食品の放射能測定マニュアル（平成１４年３月　厚生労働省発行）に基づき計算しています。

※3　　検出限界値は、検出できる最小値で、検体ごとに変動します。

※6　　検査期間の合計欄には、牛乳を除く検体と牛乳のみの検体のそれぞれを合算した値を記載しています。

　【参考】 食品衛生法上の基準値　（ 平成２４年４月１日　施行 )

 【放射性セシウム】 飲料水

牛乳

一般食品

乳児用食品

食品衛生法上の暫定規制値　（ 平成２３年３月１７日　通知 ）

 【放射性ヨウ素】　 飲料水、牛乳、乳製品　 　

(注)100Bq/kgを超えるものは、乳児用調整粉乳及び直接飲用に供する乳に使用しない

ように指導することとされています。

Ｃｓ137
と合計
で10

限界値未満

※3※3

限界値未満

限界値未満

※3

Ｃｓ137
と合計
で50（牛乳のみ）

Ｃｓ134
と合計
で50

H29.3.31）
292 150.221

0.1256
限界値未満

3/25

検査期間の合計

※3

3/25

300
～

4月1日

実測値実測値

※3
～

3006 2.398
3/31 Ｃｓ134

と合計
で10

※3（牛乳を除く）

限界値未満

公立保育園給食（提供食)の放射線量測定結果【幼児】

検査日
総重量
（kg）

平成29年4月4日発表

日数提供期間

測定結果（Bq / Kg)

放射性
セシウム１３４

放射性
ヨウ素１３１

放射性
セシウム１３７

※5　　測定の結果、検出された項目（核種）はその実数を用い、検出されなかった項目(核種)については 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

※1　　基準値は、平成２４年４月施行の飲料水、牛乳の値を参考に記載しています。（放射性セシウムの基準値は合計値
      です。）
      なお、放射性ヨウ素は、当初の暫定規制値を参考に記載しています。

※4　　測定結果が限界値未満だった場合、計算される内部被ばくの実効線量は、セシウム１３４，１３７が 0から検出限界値
　　　と等量まで含まれていたと仮定して計算しています。

　　　　　　　　海老名市　子育て支援課　保育・幼稚園係

　内部被ばくの
　実効線量
　　（µSv)
※2

実測値

未満
※4

限界値未満

未満

※4
3/31 未満

※6

4月1日

 300 Bq/kg

  10 Bq/kg

  50 Bq/kg

 100 Bq/kg

  50 Bq/kg


